
香
月
泰
男
美
術
館
で
実
施
し
て
い

る
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
、
来
館
者
の
声

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

自
然
に
囲
ま
れ
た
場
所
で
、
絵
や

お
も
ち
ゃ
が
人
間
の
ぬ
く
も
り
や
存

在
の
尊
さ
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
ば
か

り
で
、
と
て
も
心
が
い
や
さ
れ
ま
し

た
。
展
示
内
容
が
定
期
的
に
変
わ
る

よ
う
な
の
で
、
ま
た
来
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
県
内
30
代
女
性
）

絵
は
が
き
が
１
枚
60
円
と
低
価
格

な
の
が
う
れ
し
い
で
す
。
復
元
ア
ト

リ
エ
の
中
が
も
っ
と
広
い
範
囲
見
ら

れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

（
福
岡
県
20
代
女
性
）

シ
ベ
リ
ヤ
・
シ
リ
ー
ズ
の
展
示
を
希

望
し
ま
す
。

（
福
岡
県
60
代
男
性
）

４３‐２５００

チケット取扱所
①ルネッサながと
②ローソンチケット
③ウェーブ
④フジ長門店
⑤ラポールゆや
⑥三隅公民館
⑦日置農村環境改善センター
⑧アトラス萩カードカウンター
⑨ 美祢ショッピングセンターエポック
⑩下関市豊北生涯学習センター

長
門
市
開
催
事
業
②

今
回
は
、
第
21
回
国
民
文
化
祭
の
事

業
の
中
か
ら
長
門
市
で
開
催
さ
れ
る

『
地
芝
居
の
祭
典
』
に
つ
い
て
詳
し
く

紹
介
し
ま
す
。

平
成
18
年
11
月
11
日

に
、
ル
ネ
ッ

サ
な
が
と
を
会
場
と
し
て
、
劇
場
で
は

全
国
各
地
に
伝
わ
る
地
芝
居
の
競
演

を
、
そ
し
て
文
化
情
報
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

は
地
芝
居
に
関
す
る
衣
装
な
ど
を
展
示

し
ま
す
。
地
芝
居
の
競
演
に
は
、
地
元

の
俵
山
女
歌
舞
伎
保
存
会
が
出
演
す
る

予
定
で
す
。

ま
た
、
こ
の
『
地
芝
居
の
祭
典
』
開

催
を
契
機
に
、
俵
山
小
学
校
・
俵
山
中

学
校
で
は
、
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
地
域

の
活
動
に
進
ん
で
関
わ
っ
て
い
く
姿
勢

を
育
て
る
こ
と
を
目
的
に
、
俵
山
に
伝

わ
る
歌
舞
伎
の
体
験
学
習
が
始
め
ら
れ

ま
し
た
。

全
国
各
地
に
伝
わ
っ
て
き
た
地
芝
居

に
は
、
そ
の
土
地
の
風
土
に
育
ま
れ
た

日
本
の
こ
こ
ろ
が
表
現
さ
れ
て
い
ま

す
。『
地
芝
居
の
祭
典
』
で
は
、
そ
の

「
こ
こ
ろ
」
を
長
門
か
ら
全
国
へ
、
そ

し
て
未
来
へ
と
伝
え
ま
す
。

家
騒
動
の
物
語
。
六
田
家
惣
領
の

掃
部

か
も
ん

の
放
蕩

ほ
う
と
う

に
つ
け
込
み
、
継
母
と

そ
の
弟
が
家
の
乗
っ
取
り
を
狙
う
内

容
。
初
演
で
は
、
初
世

し
ょ
せ
い

坂
田
藤
十
郎

さ
か
た
と
う
じ
ゅ
う
ろ
う

が
掃
部
か
も
ん

を
演
じ
た
。

●
入
場
料
（
全
席
自
由
席
）

一
　
　
般
　
　
１
、
５
０
０
円

高
校
生
以
下
　
　
　
５
０
０
円

ペ
　
　
ア
　
　
２
、
０
０
０
円

※
第
９
回
、
第
10
回
公
演
（
一
般
の

み
）
を
と
も
に
お
求
め
の
方
に
限

り
1,000
円
割
引
い
た
し
ま
す
。
た
だ

し
お
取
り
扱
い
は
、
ル
ネ
ッ
サ
な

が
と
の
み
と
な
り
ま
す
。

●
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所
　
①
〜
⑩

ロ
ー
ソ
ン
Ｌ
コ
ー
ド

第
９
回
公
演：

６
７
５
８
８

第
10
回
公
演：

６
７
５
８
９

チ
ケ
ッ
ト
好
評
発
売
中

プ
ロ
の
役
者
と
地
元
ア
マ
チ
ュ
ア

役
者
の
共
演
に
よ
り
、
近
松
門
左
衛

門
の
作
品
を
現
代
劇
と
し
て
甦
ら
せ

る
「
な
が
と
近
松
実
験
劇
場
」
の
第

９
・
10
回
公
演
。
数
多
く
の
方
々
に

愛
さ
れ
て
き
た
本
公
演
も
い
よ
い
よ

最
終
公
演
を
迎
え
ま
す
。
集
大
成
と

な
る
第
９
・
10
回
公
演
に
ご
期
待
く

だ
さ
い
。

第
９
回
公
演「

曽
我
会
稽
山

そ
が
か
い
け
い
ざ
ん

」

●
と
き
　
10
／
１

18：

00
〜

10
／
２

13：

00
〜

源
頼
朝
の
重
臣
・
工
藤

く
ど
う

祐
経

す
け
つ
ね

に
父

河
津
か
わ
づ

祐
泰
す
け
や
す

を
討
た
れ
た
遺
児
・
曽
我
そ

が

十
郎
祐
成

じ
ゅ
う
ろ
う
す
け
な
り

・
五
郎

ご
ろ
う

時
致

と
き
む
ね

の
兄
弟
が
、

苦
難
の
末
、
富
士
の
裾
野
の
巻
狩

ま
き
が

り

で
仇
討
あ
だ
う

ち
を
遂
げ
た
事
件
が
題
材
。

富
士
山
を
臥
薪
嘗
胆
の
言
葉
で
有
名

な
会
稽
山
に
見
立
て
、
敵
討
ち
前
後

の
様
々
な
出
来
事
を
24
時
間
に
ま
と

め
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
趣
向

を
盛
り
込
ん
だ
近
松
門
左
衛
門
の

「
時
代
物
」
の
傑
作
。

第
10
回
公
演「

仏
母
摩
耶
山
開
帳

ぶ
つ
も
ま
や
さ
ん
か
い
ち
ょ
う

」

●
と
き
　
11
／
26

18：
00
〜

11
／
27

13：

00
〜

近
松
門
左
衛
門
最
初
の
歌
舞
伎
作

品
。
十
一
面
観
音

じ
ゅ
う
い
ち
め
ん
か
ん
の
ん
の
開
帳
を
当
て
込

ん
だ
作
品
で
、
大
名
・
六
田

む
つ
だ

家
の
お

引
揚
者
の
労
苦
や
当
時
の
様
子
に

つ
い
て
、
写
真
パ
ネ
ル
等
で
紹
介
し
、

平
和
を
祈
念
す
る
機
会
と
し
ま
す
。

●
会
期
　
９
／
11

ま
で

●
開
催
時
間
　
10：

00
〜
16：

00

●
場
所
　
文
化
情
報
ギ
ャ
ラ
リ
ー

●
入
場
料
　
無
料

狂
言
普
及
の
パ
イ
オ
ニ
ア
・
野
村

万
作
、
万
作
の
長
男
・
萬
斎
ほ
か
、

万
作
の
会
に
よ
る
狂
言
公
演
で
す
。

狂
言
界
至
宝
の
演
技
を
心
ゆ
く
ま
で

ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

●
と
き
　
11
月
５
日

14：

00
〜

●
入
場
料
（
全
席
指
定
席
）

１
階
席
　
　
　
４
、
８
０
０
円

２
階
席
　
　
　
３
、
８
０
０
円

高
校
生
以
下
　
１
、
５
０
０
円

※
高
校
生
以
下
席
は
２
階
席
の
み

●
チ
ケ
ッ
ト
発
売
日

友
の
会
　
９
／
11

10：

00
〜

一
　
般
　
９
／
18

10：

00
〜

※
い
ず
れ
も
初
日
は
電
話
予
約
の
み

●
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所①

、
②
、
⑤
〜
⑦

（
ロ
ー
ソ
ン
Ｌ
コ
ー
ド６

８
１
８
４
）

新
長
門
市
誕
生
記
念
展

〈
私
の
〉旅
・
世
界
へ

豊
か
な
感
性
と
独
創
的
な
発
想
の

も
と
に
描
か
れ
た
小
学
生
・
中
学
生

か
ら
の
作
品
を
広
く
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
対
象
　
小
学
生
・
中
学
生

●
応
募
作
品
　
絵
画
・
版
画

（
平
面
作
品
で
未
発
表
の
も
の
）

●
応
募
テ
ー
マ
　
〈
私
の
〉
身
近
な

も
の
を
自
由
に
描
こ
う

●
賞
　
ジ
ュ
ニ
ア
大
賞
（
２
人
）、

金
賞
（
２
人
）、
銀
賞
（
４
人
）、

銅
賞
（
６
人
）、
入
選
（
86
人
）

●
出
品
規
定
　
作
品
は
画
用
紙
四
つ

切
り
の
大
き
さ
（
38
㎝
×
54
㎝
）。

描
画
材
料
は
水
彩
・
パ
ス
テ
ル
・

ク
レ
ヨ
ン
そ
の
他
。
油
彩
は
除
く
。

額
縁
不
要
。
応
募
点
数
は
１
人
１

点
ま
で
。
作
品
は
返
却
し
な
い

●
応
募
締
め
切
り
　
９
／
15

ま
で

●
手
続
き
　
所
定
の
出
品
票
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
作
品
と
一
緒

に
提
出

●
表
彰
式
　
10
／
30

●
展
覧
会
会
期
　
10
／
30

か
ら

12
／
25

ま
で

●
応
募
要
項
請
求
・
お
問
い
合
わ
せ

香
月
泰
男
美
術
館

43
‐
２
５
０
０

●
次
回
予
告

〈
私
の
〉
海
・
山
展

10
／
５
〜
１
／
29

シ
ベ
リ
ア
抑
留
が
ト
ラ
ウ
マ
に
な

っ
た
香
月
は
、
し
ば
ら
く
の
間
海
外

旅
行
を
拒
み
つ
づ
け
る
。
そ
の
香
月

の
腰
を
上
げ
さ
せ
た
の
は
、
恩
師
の

福
島
繁
太
郎
で
あ
っ
た
。
パ
リ
を
中

心
と
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
旅
の
半
年

間
で
得
た
最
大
の
成
果
は
「
黒
の
マ

チ
エ
ー
ル
」
と
「
自
分
の
絵
の
顔
」

に
確
信
を
得
た
こ
と
で
あ
る
。

詩
情
豊
か
な
画
人
香
月
、
旺
盛
な

美
へ
の
探
求
心
と
表
現
意
欲
に
心
か

ら
敬
意
を
捧
げ
る
の
み
で
あ
る
。

●
会
期
　
９
／
25

ま
で

●
開
館
時
間
　
９：

00
〜
17：

00

（
入
館
は
16：

30
ま
で
）

●
入
館
料
（
20
人
以
上
団
体
）

・
一
　
般
　
５
０
０
円
（
４
０
０
円
）

・
大
学
生
　
３
０
０
円
（
２
４
０
円
）

香
月
泰
男
ジ
ュ
ニ
ア
大
賞

絵
画
展
作
品
募
集

・
高
校
生
以
下
無
料

ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や
初
め
て
の
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
事
業
と
し
て
、
油
谷
後
畑
地

区
の
棚
田
で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。

内
容
は
、
自
然
と
の
調
和
を
テ
ー

マ
に
和
楽
（
和
太
鼓
、
筝
演
奏
）、

バ
ン
ド
演
奏
、
路
上
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
な
ど
。
最
後
は
出
演
者
、
観
客
一

緒
に
な
っ
て
、
大
自
然
を
バ
ッ
ク
に

童
謡
合
唱
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

す
ば
ら
し
い
景
色
の
中
で
、
楽
し

い
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
是
非

み
な
さ
ん
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
と
き
　
10
／
８

12：
30
〜

●
入
場
無
料

棚
田
ハ
ー
モ
ニ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

来

館

者

の

声

子
ど
も
寄
席

落
語
協
会
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
、

落
語
、
紙
切
り
、
曲
芸
、
伝
統
芸
な

ど
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
楽
し
め

る
舞
台
を
開
催
し
ま
す
。

●
と
き
　
11
／
13

時
間
未
定

●
入
場
料
未
定
　

▲第８回公演「雪女五枚羽子板」から


